
社会医療法人 禎心会 札幌禎心会病院 

管理番号 236  催吐性リスク分類 使用制吐剤 

がん腫 子宮頸 
高度 

Day1： アプレピタント Cap125mg＋パロノセトロン注 0.75mg+デキサメタゾン注 9.9mg 

Day2-3：アプレピタント Cap 80mg 1×朝食後＋デキサメタゾン錠 4mg 2錠 1×朝食後(DEXは day4まで) 

レジメン名 TP+Pembrolziumab 中等度 Day1：パロノセトロン注 0.75mg +デキサメタゾン注 9.9mg 

1コース日数 21日 軽度 Day1：グラニセトロンゼリー1mg 点滴投与前 

催吐性リスク分類 高度 最小度 なし 

 

・治療スケジュール 

薬剤名 投与量 投与時間 
日数 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

ソルデム 3A 

硫酸 Mg 

500mL 

20mEq 
60分 ↓                     

制吐剤 

ファモチジン 

d-クロルフェニラミン 

 

20mg 

5mg 

30分(iv) ↓                     

ペムブロリズマブ 200mg/body 30分 ↓                     

パクリタキセル 175mg/㎡ 180分 ↓                     

マンニットール S 300mL 60分 ↓                     

シスプラチン 50mg/㎡ 120分 ↓                     

ソルデム 3A 1000mL 360分 ↓                     

 

・備考 

 

 

 

作成日：2024.08.09 


